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　令和３年８月25日、令和３年８月雲南広域連合議会定例会を開催しました。この議会には次の議案を
提出し、いずれも原案のとおり可決・認定されました。

●令和３年度雲南広域連合一般会計補正予算（第１号）
　既定額に歳入歳出 2,104 万円を追加し、総額
を 14億 2,207 万円（既定額の 1.5％増）としました。

【主な内容】
・過年度分低所得者介護保険料負担金精算　316 万円
・令和 2年度市町負担金返還金	 1,595 万円

●令和３年度雲南広域連合介護保険特別会計補正予算
（第２号）

　既定額に歳入歳出 1億3,252 万円を追加し、総額
を 83億 298 万円（既定額の 1.6%増）としました。

【主な内容】
・高額医療合算介護等サービス費	 700 万円
・介護給付費準備基金積立金	 1,988 万円
・令和 2年度市町負担金等返還金　　1億 504 万円

●令和２年度雲南広域連合一般会計歳入歳出決算認定
について
　歳入総額	 14 億 5,398 万円
　歳出総額	 14 億 3,804 万円
　歳入歳出差引額	 1,594 万円

（詳細は 3ページを参照）

●令和２年度雲南広域連合介護保険特別会計歳入歳出
決算認定について
　歳入総額	 　　　80億 7,551 万円
　歳出総額	 　　　79億 7,009 万円
　歳入歳出差引額	 1 億　　542 万円

（詳細は 3ページを参照）

●令和２年度雲南広域連合下水道事業会計決算認定に
ついて
　収益的収入	 3 億 2,549 万円（税抜）
　収益的支出	 3 億 2,285 万円（税抜）　
　　当期純利益	 264 万円
　資本的収入	 566 万円
　資本的支出	 2,012 万円
　　不足額	 1,446 万円
（不足額は、引継現金と当年度損益勘定留保資金
で補てん）（詳細は 4ページを参照）

●令和２年度決算に基づく資金不足比率
の報告について
　下水道事業会計決算における資金不
足がないことから、資金不足比率も算
出されないことを報告しました。

雲南広域連合　議 会 報 告
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令和３年度雲南広域連合一般会計補正予算
（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度雲南広域連合介護保険特別会計補正予算
（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度雲南広域連合一般会計歳入歳出決算認
定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度雲南広域連合介護保険特別会計歳入歳
出決算認定について 認定 〇 〇 〇 ● 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度雲南広域連合下水道事業会計決算認定
について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議決された事項

令和3年

8月定例会

　「〇」…賛成　「●」…反対　「－」…欠席
議案の賛否状況です。なお、佐藤隆司議長は裁決に加わりませんでした。採 決 結 果
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令和２年度　決 算 の 概 要

　主な歳入は市町負担金が最も多く、13 億
3,176 万円で歳入全体の約 91.6％を占めて
います。その他、財産収入 942 万円（0.7％）、
県支出金 1,901 万円（1.3％）、国庫支出金
3,801 万円（2.6％）でした。

　主な歳入は 65 歳以上の方が納める第１号
保険料と 40 歳から 64 歳までの方が納める
第２号保険料（支払基金交付金として交付さ
れる）、国・県からの支出金、市町負担金で占
められています。

１、消防費（11億1,745万円）の主な内容
　主な歳出は、常備消防費（人件費、出動関
係需用費等）、消防施設費（施設修繕費等）です。

２、総務費（9,692万円）の主な内容
　主な歳出は、一般管理費（人件費、負担金等）、
企画費（うんなん観光振興事業等）です。

３、民生費（7,719万円）の主な内容
　主な歳出は、介護保険料の軽減負担金とし
て、介護保険特別会計に繰出しています。

　歳出の大部分は、要介護・要支援認定を受
けてサービスを利用されたときの「保険給付
費」で、歳出全体の約 90％を占めています。
その他、地域支援事業を各構成市町へ委託し
た費用や事務費などです。

一 般 会 計

介護保険特別会計

歳　入

歳　入

歳　出

歳　出

歳入総額
14億5,398万円

歳出総額
14億3,804万円

総務費
（9,692万円）の内訳

諸収入　186万円（0.1%）
繰越金　1,367万円（0.9%）

地方債　2,360万円（1.6%）
使用料及び手数料
230万円（0.2%）

国庫支出金　3,801万円（2.6%）
県支出金　1,901万円（1.3%）
財産収入　942万円（0.7%）
繰入金　1,435万円（1.0%）

分担金及び負担金
133,176万円（91.6%）

消防費
111,745万円（77.7%）

一般管理費
7,613万円（78.6%）

監査委員費　8万円（0.1%）

選挙管理委員会費　3万円（0.0%）企画費
1,429万円（14.7%）

財産管理費
454万円（4.7%）

会計管理費
22万円（0.2%）

文書広報費
163万円（1.7%）

民生費　7,719万円（5.4%）公債費　13,047万円（9.1%）

諸支出金　1,375万円（1.0%）
議会費　226万円（0.1%）
総務費　9,692万円（6.7%）

一般会計
歳入歳出決算の概要

歳入総額
80億7,551万円

歳出総額
79億7,009万円

諸収入　269万円（0.0%）
保険料（第１号被保険者保険料）
145,278万円（18.0%）

市町負担金
116,452万円（14.4%）

使用料及び手数料
7万円（0.0%）

国庫支出金　203,687万円（25.2%）

保健福祉事業費　1,329万円（0.2%）

総務費　15,993万円（2.0%）

保険給付費
720,985万円（90.4%）

基金積立金
7,199万円（0.9%）

地域支援事業費　41,092万円（5.2%）

諸支出金　10,411万円（1.3%）

支払基金交付金
（第2号被保険者保険料）
201,962万円（25.0%）

県支出金
115,903万円（14.4%）

財産収入　28万円（0.0%）
繰入金　7,783万円（1.0%）
繰越金　16,182万円（2.0%）

介護保険特別会計
歳入歳出決算の概要
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　下水道事業収益は３億 2,549 万円で、下
水道事業費用は３億 2,044 万円となり、経
常利益は 505 万円となり、特別損失 241 万
円を控除すると 264 万円が当年度純利益と
なりました。

　資本的収入は 566 万円で、資本的支出は
2,012 万円となり、不足額 1,446 万円は、
引継現金 583 万円と当年度損益勘定留保資
金 863 万円で補てんしました。

　令和二年度下水道事業会計において、資金
不足が発生していないため、資金不足比率は
算出されませんでした。

雲南広域連合下水道事業損益計算書
（令和２年４月１日から令和３年３月31日まで）

（税抜）
営業収益 1億9,278 万円

営業外収益 1億3,271 万円

経常収益　① 3億2,549 万円

営業費用 3億577 万円

営業外費用 1,467 万円

経常費用　② 3億2,044 万円

経常利益（損失）　③＝①-② 505 万円

特別利益（損失）　④ △ 241 万円

当期純利益　（⑤＝③+④） 264 万円

前年度繰越利益剰余金（繰越欠損金）　⑥ △ 2,367 万円

当年度未処分利益剰余金（未処理欠損金）　⑦＝⑤+⑥ △ 2,103 万円

雲南広域連合下水道事業貸借対照表
（令和３年３月31日）

（税抜）
固定資産 有形固定資産 18億1,480 万円

流動資産
現金預金 9,406 万円

未収金 69 万円

資産合計 19億955 万円

固定負債 企業債 4億4,950 万円

流動負債

企業債 2,022 万円

未払金 5,937 万円

引当金 38 万円

預り金 1,496 万円

繰延収益 13億5,713 万円

負債合計 19億156 万円

資本金 0 万円

剰余金
資本剰余金 2,902 万円

利益剰余金 △ 2,103 万円

資本合計 799 万円

負債資本合計 19億955 万円

収益的収支（消費税抜き）

資本的収支

資金不足比率

雲南広域連合の
給与・定員管理等に
ついて（概要版）

下水道事業会計（公営企業会計）

令和２年度　決 算 の 概 要
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区　　分 一般行政職員 消防職員 合　　　計
令和２年度 11人 115人 126人
令和元年度 11人 114人 125人
増　　　減 0人    1人 1人

●職員数の状況（各年度4月1日現在）

●職員給与費の状況（令和２年度決算額）

区　分 職員数
給　　与　　費 一人当たり

給　与　費給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計
令和２年度  126人 4億6,966万円 1億1,755万円 1億8,536万円 7億7,257万円 613万円

（注）「職員手当」とは、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当、管理職手当などの諸手当で退職手当は含まない。

●職員の平均給料月額、平均年齢の状況
（令和２年４月１日現在）

区　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 278,927円 44.3歳

公　安　職 311,849円 39.5歳

●職員の初任給の状況（令和２年４月１日現在）

区　分 採用職種 雲南広域連合 国

一般行政職
大学卒 182,200円 182,200円
高校卒 150,600円 150,600円

公　安　職
大学卒 ― 211,400円
高校卒 169,900円 173,400円

●職員手当の状況
①期末勤勉手当（令和２年４月１日現在）

区　　分
雲南広域連合 国

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

支給割合 2.55月 1.9月 2.55月 1.9月

加算措置 役職加算　5～15％ 役職加算　5～20％
管理職加算10～25％

②退職手当（令和２年４月１日現在）

区　　分
雲南広域連合 国

自己都合 定年・勧奨 自己都合 定年・勧奨
勤続20年 19.669月 24.586月 19.669月 24.586月
勤続25年 28.039月 33.270月 28.039月 33.270月
勤続35年 39.757月 47.709月 39.757月 47.709月
最 高 限 度 47.709月 47.709月 47.709月 47.709月

⑥特殊勤務手当
種　　類 内　　　　　　容
夜間特殊
業務手当

正規の勤務時間として午後10時から翌日5時までの間に通信業務に従事した際、勤務１回につき400円
支給

救　　急
出場手当

救急業務のため出場した消防職員に、出場1回につき200円支給 
救急救命士法施行規則に規定する救急救命処置のいずれかを行った救急救命士については、300円を加算

●職員の福利厚生の状況
種　　　類 内　　　　　　容

健康診断・人間ドック 受診者　126人
メンタルヘルス対策 ストレスチェックテストを実施
島根県市町村職員互助会事業 医療費給付、災害見舞金、施設利用助成等を実施

③扶養手当（令和２年４月１日現在）

区　　　分 雲　　南
広域連合 国

配偶者 6,500円 6,500円
子 10,000円 10,000円
父母等 6,500円 6,500円
満16歳の年度初めから満22歳の年度
末までの子に対する加算額（１人につき） 5,000円 5,000円

④住居手当（令和２年４月１日現在）

貸家居
住　者

月額16,000円を超える家賃を支払って
いる者に対して28,000円を限度に支給

⑤通勤手当（令和２年４月１日現在）

交通用具
利 用 者

自動車等を利用して2km以上通勤する
職員に支給（限度額　25,000円）

雲南広域連合の
給与・定員管理等に
ついて（概要版）

●人件費の状況（令和２年度決算額）

区　 　分 歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費比率（B/A）
一般会計 14億3,804万円 9億3,447万円 65.0%
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8：30 9：00
 9：30

～  

12：00 

12：00 
～  

13：00 

勤務交代  
車両・資機材の点検 ミーティング訓練

立入検査昼食・休憩 

当
日
勤
務
の
職
員
が
前
日
ま
で
勤

務
し
て
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た
職
員
か
ら
申
し
送
り
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け
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代
を
行
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す
。

※
現
在
は
、
新
型
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ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
た
め
車
庫
前
で
の
交
代
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っ
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ま
せ
ん
。

出
動
す
る
車
両
と
資
機
材
の
点
検

を
行
い
ま
す
。 

消
防
署
の
１
日
は
朝
８
時
半

か
ら
、
翌
日
の
８
時
半
ま
で

の
24
時
間
で
す
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そ
の
間
、
い
つ
で
も
出
動
で

き
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

業
務
予
定
や
通
行
規
制
の
確
認
を

行
い
ま
す
。   

消
防
・
救
急
・
救
助
の
訓
練
を
行

い
ま
す
。 

避
難
訓
練
指
導
や
立
入
検
査
を
行

い
ま
す
。

出
動
に
対
応
す
る
た
め
に
交
代
で

食
事
を
摂
っ
て
い
ま
す
。

消
防
署
の

１
日

火災訓練

救助訓練

救急訓練

防災航空隊との

　　合同訓練

（山林火災散水訓練）
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13：00 

～  

17：15

5：00 

～  
8：30 

清掃
事務仕事

車
両
の
整
備
、
庁
舎
及
び
周
辺
の

清
掃
を
行
い
ま
す
。

書
類
等
の
処
理
を
し
ま
す
。

22：30

～  

5：00  

仮眠
通信勤務

交
代
で
通
信
勤
務
（

119
番
受
付
）

を
行
い
ま
す
。

出
動
に
備
え
仮
眠
を
と
り
ま
す
。

18：15

～  

22：30

トレーニング
事務仕事

届
出
書
類
な
ど
の
処
理
・
出
動
報

告
書
の
作
成
・
訓
練
の
反
省
会
を

行
い
ま
す
。

個
人
の
体
力
強
化
も
行
い
ま
す
。

17：15

～  

18：15

夕食・休憩

交
代
で
食
事
を
摂
っ
て
い
ま
す
。

雲 南 消 防 本 部 で は、
YouTube に 広 報 用 動
画等を紹介する公式
チャンネルを開設し
ました。 

救急隊が着用する
服は、感染防止素材
で作られています。

救助隊が着用する
服は、活動しやす
いよう、ストレッ
チの効いた素材で
作られています。

消防隊が着用する
服は、燃えにくい素
材で作られています。

火災現場で着用する
服は、重さは約 10kg
あり、約1000℃まで
体を守れます。 

雲南消防本部
PR動画公開中! 

雲南消防雲南消防
YouTubeチャンネル YouTubeチャンネル 

QRコード 

救
急
服 

救
助
服 

活
動
服 

防
火
服 

訓練
地理水利調査

実
際
の
災
害
を
想
定
し
て
総
合
的

な
訓
練
を
行
い
ま
す
。

消
防
車
や
救
急
車
が
通
れ
る
道
や

水
利
な
ど
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
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　雲南防火委員会では、一般社団法人 島根県消
防設備協会の共催により、管内の29の少年消防
クラブ（小学校）に防災に関する本を配付しま
した。加茂小学校少年消防クラブ

詳細は QR コードを携帯等で読み取りご確認できます。

　ご家庭で任意で設置している消火器には交換義務はありませんが、旧規格の消火器は交換を推奨しま
す。※消火器の不正な訪問販売や訪問点検にご注意ください。

　消防法令に基づいて消火器の設置が義務付けられている建物等は
2021年12月31日を過ぎると旧規格の消火器の設置は認められなくなり
ますので、計画的な交換・リサイクルをお願いします。
　適応火災マークが文字で表示されている消火器は、旧規格の消火器です。

旧規格消火器旧規格消火器はは
20212021年年1212月月3131日日までにまでに交換が必要交換が必要ですです

少年消防クラブに少年消防クラブに防災物品防災物品 を配付しましたを配付しました
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電話 0854-40-0119　FAX 0854-42-2444
メールアドレス shireika@unnan119.jp雲南消防本部通信指令課

聴覚や言語機能に障がいのある人が、スマートフォン等からインター
ネットを利用して119番通報ができるサービスです。

・雲南市、奥出雲町及び飯南町に在住、在勤又は在学している方
・聴覚や言語機能に障がいがあり、音声電話による通報が困難な方
（身体障害者手帳が交付されている方のほか、音声電話による緊急通
報が困難であると消防本部が認めた方）

・スマートフォン等からWebに
　よる申請
・登録承諾書兼利用申請書に
　よる申請

緊急通報システム
のご案内

雲南消防本部では、会話が困難な方のために「Net１１９緊急通報システム」を運用しています。

雲南消防本部に雲南消防本部に防災支援車防災支援車 を配備しましたを配備しました

　各種資器材を積載し、情報の収集・伝達を行うなど防災支援に対し
機動的に活動する四輪駆動の車両です。

問い合わせは

Net119緊急通報
システムとは・・・

利用対象者は・・・

登録方法は・・・

Net119

9

雲
南
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ



雲
南
地
域
ま
ち
づ
く
り

雲
南
地
域
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
活
動
事
業
助
成
金

　
　
　
活
動
事
業
助
成
金

介護保険課より

①第１号被保険者（65歳以上の方）数の推移

②介護給付費の推移

～令和 2年度の介護保険の状況についてお知らせします～
雲南地域の令和 2年度までの介護保険の状況とこれからの見込みを比較しながら
見ていきます。

令和３年度　介護の入門的研修

　第１号被保険者（65歳以上の方）は、
平成 30年度は 22,229 人で、それまで
の増加傾向から減少傾向に転じていま
す。
　今後もゆっくり減少していき、令和
22 年度（2040 年）には 17,337 人ま
で減少すると見込んでいます。

　被保険者数は減少傾向にありますが
要介護（要支援）認定者数は横ばいで
推移していくと見込まれます。
　また認定率は上昇傾向にあるため、
介護給付費の総額について、地域密着
型サービス、居宅サービス、施設サー
ビスのいずれも緩やかに増加していく
と見込まれます。

9,479 9,607 9,661 9,289 8,579
5,483

7,190 6,950 6,879 6,677 7,290

5,715

5,560 5,654 5,653 5,459 5,303

6,139

22,229 22,211 22,193 21,604 21,172

17,337

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

H30 R1 R2 R5
（推計）

R7
（推計）

R22
（推計）

（人）
第１号被保険者数の推移（月平均）

65歳から74歳 75歳から84歳 85歳以上 合計

134,379 139,876 145,503 162,298 163,442 163,350

186,665 189,947 199,228 197,773 197,745 197,991
214,918 215,957 217,148 239,756 246,585 246,823

535,962 545,780 561,879
599,827 607,772 608,164

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

H30 R1 R2 R5
（推計）

R7
（推計）

R22
（推計）

千円千円
介護給付費の年度推移（月平均）

地域密着型サービス 居宅サービス 施設サービス 介護給付費

開催期日：令和３年11月26日（金）から28日（日）の３日間
対 象 者：介護に関心のある方で現在介護職として働いていない方・これから介護の仕事をしてみたい方
場　　所：三刀屋健康福祉センター　　定　　員：15名（事前申込）　　申込締切：令和３年11月５日（金）

申込先：雲南市社会福祉協議会 在宅福祉課／雲南市三刀屋町三刀屋1212-3　☎0854-45-9888
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活
動
事
業
助
成
金

　
雲
南
広
域
連
合
で
は
、今
年
度
、新
た
に
「
雲

南
地
域
ま
ち
づ
く
り
活
動
事
業
助
成
金
」
を
創

設
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る

の
か
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

雲
南
地
域
（
雲
南
市
・
奥
出
雲
町
・
飯
南
町
）

を
拠
点
に
、
複
数
の
市
町
に
渡
る
広
域
的
な
交

流
や
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
及
び
人
材
育
成
等
の

活
動
を
行
う
団
体
に
対
し
て
、
予
算
の
範
囲
内

で
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

全
国
に
先
駆
け
て
取
り
組
み
を
開
始
し
た

「
ラ
メ
ー
ル
マ
ス
タ
ー
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
吉

田
さ
ん
は
、
全
国
的
に
少
子
化
や
学
校
現
場
の

働
き
方
改
革
が
進
む
と
、
子
ど
も
た
ち
が
部
活

動
に
打
ち
込
め
る
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が

出
て
く
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の‘

も
っ
と
練

習
し
た
い’

と
い
う
声
に
応
え
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
を
地
域
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
同

様
の
取
り
組
み
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
ラ
メ
ー
ル
マ
ス
タ
ー
ズ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
問
合
せ
】

※
入
会
は
随
時
可
能
で
す
。

雲
南
市
加
茂
文
化
ホ
ー
ル　
ラ
メ
ー
ル

　

雲
南
市
加
茂
町
宇
治
３
０
３

　

電
話(

０
８
５
４)

４
９

－

８
５
０
０

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
事
業
助
成
金
は
、
今
回
ご

紹
介
し
た
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
育
成
事
業
を

は
じ
め
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
事
業
に
幅

広
く
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。
募
集
は
随
時
、

雲
南
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
文
字
放
送
な
ど
で
行
い
ま
す
。
ご
活
用
に

あ
た
っ
て
の
ご
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
雲
南
地
域
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
活
動
事
業
助
成
金
に
関
す
る
問
合
せ
】

雲
南
広
域
連
合
企
画
課

電
話
（
０
８
５
４
）
４
７

－

７
３
４
１

〈
対
象
事
業
〉

　
①
交
流
事
業

　
②
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　
③
人
材
育
成
事
業

　
④
芸
術
・
文
化
の
振
興

　
⑤
産
業
振
興

〈
助
成
金
額
〉

　
助
成
対
象
経
費
の
１
／
２
（
上
限
20
万
円
）

就
学
前
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
を
対
象
に
、
管
弦
打
楽
器
の
楽
器
別
レ
ッ
ス

ン
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
の
う
ち
、

中
学
生
向
け
の
管
打
楽
器
コ
ー
ス
に
助
成
事
業

が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
用
状
況
に
つ
い
て
、
ラ
メ
ー
ル
館
長
補
佐

の
吉
田
健
司
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

活用事例
を紹介！

　
雲
南
地
域
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
活
動
事
業
助
成
金
と
は
…

活
用
団
体
に
聞
き
ま
し
た
！

　

講
師
謝
金
や
専
用
の
教
材
費
に
充
て
る
こ

と
で
コ
ー
ス
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
雲
南
地
域
か
ら
約
30
名
の
中
学
生
が

受
講
し
、
毎
月
２
回
の
練
習
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

受
講
生
か
ら
は「
少
人
数
で
基
礎
的
な
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」

「
違
う
学
校
の
子
と
一
緒
に
練
習
で
き
る
の
が

楽
し
い
」と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
ま
た
、

小
さ
い
学
校
で
は
楽
器
に
よ
っ
て
は
１
人
で

受
け
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
が
、
こ

こ
に
練
習
に
来
る
と
、
同
じ
楽
器
を
複
数
人

で
練
習
し
て
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
が
楽
し
い
と
話
す
生
徒
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
講
師
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
が
レ
ッ

ス
ン
を
通
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に
仲
良
く
な

る
の
を
見
て
う
れ
し
く
な
る
、
子
ど
も
た
ち

が
課
題
に
対
し
て
非
常
に
熱
心
で
上
達
が
早

い
た
め
、
そ
の
分
、
専
門
的
な
部
分
を
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
声
が
多
く
聞
か

れ
ま
す
。
さ
ら
に
学

校
の
先
生
か
ら
は
、

こ
こ
で
受
講
し
た
生

徒
が
練
習
内
容
を
部

活
動
に
持
ち
帰
っ
て

他
の
生
徒
に
伝
え
る

様
子
が
見
ら
れ
、
吹

奏
楽
部
全
体
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
の
声

が
届
い
て
い
ま
す
。

助
成
金
は
主
に
何
に

使
っ
て
い
ま
す
か
？

受
講
生
や
講
師
か
ら
の

　
声
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

問問

　

雲
南
地
域
は
吹
奏
楽
に
非
常
に
熱
心
な
地

域
で
す
が
、
子
ど
も
の
数
が
減
少
し
、
学
校

に
専
門
の
講
師
を
呼
ぶ
た
め
の
予
算
を
十
分

に
確
保
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
先
生
の
働
き
方
改
革

の
影
響
で
、
部
活
動
の
時
間
は
以
前
よ
り
も

短
く
な
っ
て
い
ま
す
。
吹
奏
楽
の
場
合
、
音

出
し
の
準
備
だ
け
で
も
30
分
ぐ
ら
い
の
時
間

を
要
し
ま
す
。
日
々
の
部
活
動
が
２
時
間
程

度
と
な
る
と
、
準
備
と
片
付
け
を
除
い
た
時

間
で
コ
ン
ク
ー
ル
や
発
表
会
の
た
め
の
練
習

を
す
る
こ
と
と
な
り
、
基
礎
的
な
練
習
は
お

ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、市
の
文
化
ホ
ー

ル
「
ラ
メ
ー
ル
」
を
指
定
管
理
し
て
い
る
自

社
の
強
み
を
生
か
し
、
演
奏
技
術
を
向
上
さ

せ
た
い
と
願
う
子
ど
も
た
ち
の
後
押
し
が
で

き
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
場
に
セ
ミ
プ
ロ
の
音
楽
家
を

講
師
と
し
て
起
用
す
る
こ
と
で
、
音
楽
家
の

活
動
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

事
業
の
き
っ
か
け
は
？

問

“
子
ど
も
た
ち
の
演
奏
技
術
を
磨
き
た
い
”

全
国
で
も
先
進
的
な
取
り
組
み
に
活
用

　

活
用
団
体
第
１
号
は
、
雲
南
市
加
茂
町
に
本

拠
地
が
あ
る
株
式
会
社
キ
ラ
キ
ラ
雲
南
で
す
。

キ
ラ
キ
ラ
雲
南
で
は
、
今
年
度
か
ら

「
ラ
メ
ー
ル
マ
ス
タ
ー
ズ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
題
し
て
、
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今
年
度
、
う
ん
な
ん
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
で
は
、
雲
南
市
・
飯
南
町
事
務
組
合

及
び
奥
出
雲
町
情
報
通
信
協
会
と
の
共
同
制

作
に
よ
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
用
観
光
Ｐ
Ｒ

番
組
「
美
肌
県
し
ま
ね
へ
行
こ
う
！
in
奥
出

雲
エ
リ
ア
」
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
放
送
さ
れ
た
第
１
回
で
は
、
雲
南

地
域
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
る
よ
う
、
神

話
の
ス
ト
ー
リ
ー
や
四
季
折
々
の
自
然
が
織

り
な
す
風
景
、
た
た
ら
製
鉄
や
大
し
め
な
わ

に
ま
つ
わ
る
歴
史
文
化
、
温
泉
、
地
酒
な
ど

を
紹
介
。
６
月
に
放
送
さ
れ
た
第
２
回
で
は
、

「
涼
を
楽
し
む
！
」
と
題
し
、
龍
頭
が
滝
や
鬼
の

舌
震
、
奥
出
雲
多

根
自
然
博
物
館
な

ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
８
月

放
送
の
第
３
回

で
は
、「
夏
を
満

喫
！
」
を
テ
ー
マ

に
、
飯
南
町
の

シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
や
森
林
セ

ラ
ピ
ー
、
道
の
駅

お
す
す
め
の
お
土

産
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

番
組
は
、
島
根

　

コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
外
へ
出
か
け
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
す
る
こ
と

が
難
し
い
状
況
を
受
け
、
雲
南
市
「
ワ
イ
ナ
リ
ー
奥
出
雲
葡

萄
園
」
の
地
下
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
雲
南
地
域
の
写
真
展
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
「
ワ
イ
ナ
リ
ー
奥
出
雲
葡
萄
園
」
は
自
社
農
園
で
育
て
た
ブ

ド
ウ
で
ワ
イ
ン
を
製
造
し
て
お
り
、
ワ
イ
ン
を
買
え
る
お
店

や
軽
食
を
食
べ
ら
れ
る
カ
フ
ェ
を
併
設
し
て
い
る
施
設
で
す
。

県
内
外
か
ら
こ
こ
を
目
的
地
と
し
て
訪
れ
る
人
は
多
く
、
コ

ロ
ナ
前
に
は
年
間
１
万
人
を
超
え
る
人
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

写
真
展
は
７
月
21
日
か
ら
８
月
16
日
ま
で
の
夏
休
み
期
間

に
開
催
し
、
主
に
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
雲
南
地
域
の
風
景

を
写
し
た
写
真
を
展
示
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
地
域
の
観

光
マ
ッ
プ
な
ど
も
配
架
し
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
訪
れ
た
つ
い
で

に
他
の
場
所
も
周
遊
し
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。

　

来
年
２
月
に
も
同
様
の
写
真
展
を
計
画
し
て
お
り
、
現
在

実
施
中
の
「
お
う
ち
で
う

ん
な
ん
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
入
賞
作
品
を
中
心
に

展
示
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

県
外
で
も
大
好
評
！
Ｐ
Ｒ
番
組

「
美
肌
県
し
ま
ね
へ
行
こ
う
！
in
奥
出
雲
エ
リ
ア
」

ワ
イ
ナ
リ
ー
奥
出
雲
葡
萄
園
で

雲
南
地
域
の
写
真
展
を
開
催

うんなん観光
ネットワーク協議会より

県
内
の
全
て
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
に
加
え
、

宮
城
県
及
び
静
岡
県
（
出
雲
空
港
に
就
航
し

て
い
る
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
発
着
先
）
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
局
で
放
送
す
る
こ
と
を
目
的
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
が
、
関
東
・
東
海
・
近
畿
・
中
国
・

四
国
・
九
州
な
ど
の
放
送
局
で
も
放
送
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
の
べ
50
局
を
超
え
る
放
送

局
（
加
盟
世
帯
二
百
万
世
帯
超
）
で
放
送
さ

れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
番
組
は
動

画
投
稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
に
も
投

稿
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
全
世
界

か
ら
閲
覧
で
き
る
よ
う
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

番
組
を
見
た
人
か
ら
は
、「
美
し
い
映
像

を
見
て
行
き
た
く
な
り
ま
し
た
。」「
住
ん
で

い
た
の
で
コ
ロ
ナ
が
収
ま
れ
ば
行
き
た
い
で

す
。」「
奥
出
雲
大
好
き
で
す
。
先
日
の
豪
雨
、

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
中
に
は
、
こ
の
番
組
を

き
っ
か
け
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
も
い
る
よ
う
で
す
。
一
方
、
番
組

で
紹
介
し
た
施
設
か
ら
は
「
番
組
放
送
後
す

ぐ
に
反
響
が
あ
り
、
地
元
か
ら
の
お
客
様
が

増
え
た
」
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
第
４
回
「
秋
を
満
喫
！
」
を
放

送
中
で
、
次
回
の
放
送
は
12
月
で
す
。
番
組

を
通
じ
て
、
旅
人
気
分
で
地
元
を
楽
し
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
ね
。
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昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
英
語
に
よ

る
地
域
ガ
イ
ド
養
成
事
業
で
は
、
実
践
的

な
ガ
イ
ド
研
修
の
場
と
し
て
、
日
帰
り

ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ツ
ア
ー
は
、
主
に
島
根
県
内
在
住
の
外

国
人
を
対
象
に
モ
ニ
タ
ー
（
お
客
様
役
）

募
集
を
行
い
、
英
語
を
話
せ
る
地
元
ガ
イ

ド
が
同
行
し
て
雲
南
地
域
を
周
遊
し
ま
す
。

行
き
先
は
、
モ
ニ
タ
ー
の
興
味
関
心
を
確

認
し
な
が
ら
、
相
談
し
て
決
定
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
ツ
ア
ー
で
は
、
た
た
ら
関
連

施
設
の
見
学
や
足
湯
、
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ

づ
く
り
、
陶
芸
、
田
植
え
な
ど
を
通
し
て

地
元
の
人
と
も
交
流
す
る
機
会
を
つ
く
り
、

地
元
ガ
イ
ド
な
ら
で
は
の
工
夫
を
こ
ら
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
は
、
ツ
ア
ー
中
の
入
館
料
や

　

雲
南
市
商
工
会
で
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
・

軽
自
動
車
が
一
同
に
集
ま
り
、
地
元
の

名
産
品
や
美
味
し
い
食
べ
物
を
販
売
す
る

「
う
ん
な
ん
ま
め
な
カ
ー
市
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
を
受
け
中
止
し
ま
し
た
が
、

感
染
予
防
対
策
に
取
り
組
み
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
地
元
の
逸
品
を
ご
堪
能
く
だ

さ
い
。

　

日
時　

令
和
３
年
10
月
31
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　

場
所　

雲
南
市
三
刀
屋
町
三
刀
屋

　
　
　
　
「
コ
ト
リ
エ
ッ
ト
」
近
く

　
　
　
　

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
建
設
予
定
地

【
問
合
せ
先
】

　

雲
南
市
商
工
会

　

電
話
（
０
８
５
４
）
４
５

－

２
４
０
５

軽
ト
ラ
ッ
ク
市

「
ま
め
な
カ
ー
市
」開
催

体
験
料
は
無
料
で
す
が
、
ツ
ア
ー
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
協
力
と
、
旅
行
者
向
け
の
口
コ

ミ
投
稿
サ
イ
ト
ま
た
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ツ
ア
ー

の
感
想
を
母
国
語
で
投
稿
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
自
分
が
住

ん
で
い
る
地
域
以
外
の
場
所
に
出
か
け
る

こ
と
が
な
か
っ
た
留
学
生
や
学
校
の
外
国

語
指
導
助
手
な
ど
を
中
心
に
、
８
月
末
ま

で
で
７
組
10
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
モ
ニ
タ
ー
の
口

コ
ミ
投
稿
や
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
の
中
か
ら
、

雲
南
地
域
の
印
象
に
関
す
る
感
想
を
抜
粋

し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ツ
ア
ー
参
加
前
】

●
小
さ
な
ま
ち
で
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
。

●
雲
南
は
聞
い
た
こ
と
な
か
っ
た
け
ど
、

中
国
の
雲
南
省
と
名
前
が
一
緒
だ
と

思
っ
た
。

●
出
雲
市
よ
り
小
さ
い
く
ら
い
の
ま
ち
で
、

立
ち
寄
れ
る
場
所
は
限
ら
れ
て
い
る
。

●
き
れ
い
な
場
所
だ
と
い
う
こ
と
は
知
っ

て
い
た
け
ど
、
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
。

●
雲
南
に
つ
い
て
は
、
木
次
や
三
刀
屋
の

桜
以
外
は
あ
ま
り
知
ら
な
い
。

●
雲
南
が
好
き
で
す
。 

仲
良
し
の
友
達
が

何
人
か
住
ん
で
い
て
、
訪
れ
た
時
は
い

つ
も
楽
し
か
っ
た
で
す
が
、
桜
の
時
期

に
三
刀
屋
と
木
次
、
温
泉
に
一
度
行
っ

た
だ
け
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
数
軒
し
か

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
、

ま
ち
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

【
ツ
ア
ー
参
加
後
】

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
も
良
か
っ
た
。
美
し
い

自
然
や
文
化
的
な
景
観
な
ど
、
す
べ
て

魅
力
的
だ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
の

値
段
が
安
い
。
雲
南
地
域
に
行
く
の
は

少
し
不
便
だ
が
、
行
く
価
値
が
あ
る
場
所
。

●
す
ば
ら
し
い
旅
だ
っ
た
。
田
植
え
体
験

と
た
た
ら
操
業
見
学
は
、
両
方
と
も
な

か
な
か
経
験
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、
体
験
で
き
て
良
か
っ
た
。

●
す
ば
ら
し
い
ツ
ア
ー
だ
っ
た
。
欠
点
を

あ
げ
る
と
し
た
ら
移
動
に
す
ご
く
時
間

が
か
か
る
。

●
す
ば
ら
し
い
場
所
。
ま
た
雲
南
に
行
っ

て
も
っ
と
探
索
し
た
い
。

●
雲
南
で
の
製
鉄
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
ん
な
に
面
白
く
て
重
要
な

歴
史
を
持
っ
て
い
る
と
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

●
今
ま
で
よ
り
も
大
好
き
に
な
っ
た
！

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
繰
り
返
し
て
、
ガ
イ
ド
養
成
と
同

時
に
、
近
隣
に
住
む
外
国
人
の
方
々
に
も

雲
南
地
域
を
知
っ
て
も
ら
い
、
繰
り
返
し

訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
…
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
の
略
称
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
文
字
や
画
像

等
を
用
い
て
社
会
的
な
つ
な
が
り
を
つ
く
り
だ
せ
る

し
く
み
。

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
も
良
か
っ
た
！
」

近
隣
在
住
の
外
国
人
が
雲
南
地
域
を

楽
し
む
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

雲
南
市
商
工
会
よ
り
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Ａ１. 寄附件数は９，７０３件で、寄附金額は２億１，３５９万６千円でした。
Ａ２. 地域課題解決に資する起業・創業への補助金や、永井隆記念館施設

整備事業などに、１億２，９４４万８千円を活用しました。

Ａ３. ＩＺＭＯプロテイン【成】セットです。製造しているアルプロン
株式会社は雲南市に本社があり、自社工場でプロテイン（タンパ
ク質を中心としたサプリメント）を製造・販売しています。製品
は日本人の身体を考えて開発されています。

Ａ４. 返礼品には、雲南市の魅力的な「ヒト」「モノ」「コト」をご用
意しております。いただいたご寄附はまちづくりに有効に活用さ
せていただきます。ふるさと納税で本市を応援いただきますよう
お願いします。

Ａ１. 寄附件数は１４，５９２件で、寄附金額は３億６，８４９万６千円でした。
Ａ２. 屋内型子どもの遊び場整備、小中学校のＩＣＴ機器整備、農家民宿等

支援事業、ホッケー夢プロジェクトなどに、１億５，５９２万１千円を活用
しました。

Ａ３. ジャンボしいたけ雲太です。通常の３倍サイズの椎茸を厳選して
お届けするので、肉厚でうま味がたっぷり。リピーター続出のお
礼の品です。

Ａ４. これまでに築かれた歴史や文化をはじめとする奥出雲の宝を守り、
次世代につなげていくため、ふるさと納税を通して、奥出雲町の
今と未来を応援してください。

Ａ１. 寄附件数は６，５５２件で、寄附金額は２億４，９７４万７千円でした。
Ａ２. 新設した飯南町中央図書館への蔵書購入、小中学校のタブレット・

電子黒板の購入、セラピーロードの整備、登山道サイン整備など
に、１億２，８７０万円を活用しました。

Ａ３. 奥出雲和牛肉が毎月届く「定期便」商品が人気です。「こんな美味し
いお肉初めて食べた！」「孫たちにも食べさせたいからもう１回
寄附する！」と役場にお電話いただくこともあります。

Ａ４. ふるさと納税をきっかけに飯南町を知り、たくさんの方が長年応援し
てくださっています。多くの方に応援いただいている町だということ
を誇りに思うとともに、寄附者への感謝を忘れず、つながりを大
切にしていきたいです。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、「
納
税
」
と
い

う
言
葉
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
都
道
府
県

や
市
区
町
村
へ
の
「
寄
附
」
の
一
つ
で
す
。

生
ま
れ
故
郷
な
ど
、
任
意
の
自
治
体
に
寄

付
が
で
き
る
制
度
で
、
手
続
き
を
す
れ
ば

寄
附
金
額
か
ら
２
千
円
を
超
え
る
額
が
所

得
税
や
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
る
し
く
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。
寄
附
を
す
る
側
が
寄

附
金
の
使
い
方
を
指
定
し
た
り
、
寄
附
を

し
た
地
域
の
特
産
品
な
ど
お
礼
の
品
を
受

け
取
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
寄
附
す
る

側
に
と
っ
て
魅
力
的
な
し
く
み
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

雲
南
地
域
の
３
市
町
で
も
、
近
年
、
積

極
的
に
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
広
報
活

動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
も
あ
っ

て
多
く
の
寄
付
金
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の

市
町
が
ど
の

よ
う
な
状
況

な
の
か
、
市
役

所
・
町
役
場
の

担
当
者
に
聞
き

ま
し
た
。

Ｑ１、令和２年度のふるさと納税額は？
Ｑ２、ふるさと納税額のうち、活用した

額と主な使途は？
Ｑ３、一番人気の返礼品は？その商品の

特徴を一言で教えてください。
Ｑ４、担当者からの一言メッセージ

雲
南
地
域
の

雲
南
地
域
の

　
ふ
る
さ
と
納
税

　
ふ
る
さ
と
納
税

雲南市政策企画部政策推進課

武田 遼太さん

奥出雲町企画財政課

佐伯　綾さん

飯南町まちづくり推進課

安部 亜裕子さん

UnnanUnnan

OkuizumoOkuizumo

IinanIinan

　３市町とも、関東及び関西圏からの寄附が大半を占めるそうで、インターネットのふるさと納税専門サイトからの
寄附がほとんどだそうです。また、返礼品に魅力を感じて、繰り返し寄附をしてくださる方も多いそうです。全国
各地からの温かい志を私たちのまちづくりに活かせる「ふるさと納税」。返礼品を通じて地域の魅力を発信する機会
にもなっているようです。
　各市町では、地元事業者からの返礼品登録も受け付けています。詳しくは、市役所・町役場の担当課へお尋ねく
ださい。
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　７月 18 日（日）、県立横田高校生の生徒有志が
木次線に乗車し、奥出雲町内の日帰り旅を楽しみま
した。参加した生徒７人のうち４人は県外・町外出
身の生徒でしたが、町内出身の生徒でも普段乗車し
ない区間だったことから、沿線の景色を新鮮に感じ
たようです。高校生らしい視点で、思い思いに車窓
からの風景や何気ない草むらなどを写真で撮影し、
木次線の旅を楽しんでいました。
　出発から帰着まで約８時間の地元旅、皆さんもこ
のコースを参考に木次線で出かけてみてはいかがで
しょうか。

【当日の行程】
木次線乗車　7：50 出雲横田駅　→　8：41 三井野原駅
→　～ 10：00　駅舎、高原など風景を撮影、トルコキ

キョウの栽培ハウス見学。
→　10：00 ～ 10：30　徒歩で道の駅奥出雲おろちルー

プへ。途中、三井野大橋からの絶景で写真撮影。
→　10：30 ～ 13：00 道の駅おろちループ、三国ロッジ、

鉄の彫刻美術館周辺で写真撮影、昼食。
→　13：00 ～ 13：40 徒歩で出雲坂根駅へ。
→　13：40 ～ 15：20 延命水や駅舎周辺の風景を撮影。
→　木次線乗車　15：28 出雲坂根駅　→　15：48 出雲横

田駅。

　７月 31 日（土）、女性向け旅行ガイドブック
「ことりっぷ」のオンラインイベントにおいて、木次
線の魅力を発信しました。当日は、北海道から沖縄
まで約 50 名が参加し、オンライン会議システムを
通じて、島根県内の旅行を模擬体験しました。
　木次線紹介に割り充てられた時間はわずか５分ほ
どでしたが、木次線沿線の主な立ち寄りスポットを
動画にまとめて紹介しました。事後アンケートでは、
約８割の参加者が、具体的に行きたくなったスポッ
トに ‘ 木次線沿線の旅 ’ と回答し、「コロナが落ち着
いたら行きたい」「島根は出雲大社ぐらいしか行っ
たことがなかったが、
こんなにも魅力が多
い場所とは新しい発
見だった」などの感
想が寄せられました。

横田高校生が体験！
木次線を楽しむ地元旅

旅好きな女性に向け、
木次線をＰＲ

事務局（雲南市うんなん暮らし推進課内）
電話0854-40-1014

木次線利活用推進協議会

もっとつながる木次線 検索

備後
落合油木三井

野原
出雲
坂根八川出雲

横田
出雲
三成 亀嵩出雲

八代下久野

宍道 南宍道 加茂中 幡屋 出雲
大東 南大東 木次 日登

雲南市加茂文化ホール ラメール　公演情報
アスパル開館20周年記念公演
宝くじまちの音楽会
　南こうせつwithウー・ファン

～心のうたコンサート～

【全席指定・限定508席】
一般2,000円（当日2,500円）
※チケットの販売は島根県在住者に限らせていただきます。
※チケットのご購入はお一人様4枚まで。
※未就学児入場不可
■お問い合わせ　三刀屋文化体育館アスパル
　　　　　　　　℡0854-45-9222

日時

会場

2021年10月28日木

アスパル大ホール 18：15開場、19：00開演

ラメールマスターズプロジェクト
ラメール弦楽合奏団 
－第1回演奏会－

【全席自由・限定320席】
大人1,000円、
高校生以下500円

（当日券は200円増）
※未就学児入場不可
■お問い合わせ
　高橋：℡090-6439-7745（9:00～17:00）

日時

会場

2021年10月30日土

ラメール大ホール 16：30開場、17：00開演

紹介用動画の１コマ
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雲南広域連合　〒699-1311　島根県雲南市木次町里方1100-6　URL https://www.unnan.jp
⃝総務課　TEL0854-47-7340　⃝企画課　TEL0854-47-7341　⃝介護保険課　TEL0854-47-7342　⃝環境衛生課　TEL0854-42-0481
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発 行

　皆さんのカメラやスマートフォンなどに眠っている写真を投稿してフォトコンテストに参加してみ
ませんか。美しい景色やおいしいご飯、家族やお友だちとの思い出の一枚など、雲南地域にまつわる
写真ならどんな写真でも大歓迎！
下記の SNS のいずれかをフォローして、写真にハッシュタグ「＃おうちでうんなん」をつけて投稿し
てください。この他、メールや郵送でも受け付けています。応募〆切は令和 4 年 1 月 31 日です。
　応募作品の中から、選考で 15 作品に雲南地域のグルメを詰め込んだ「うんなんの恵みセット」を
プレゼントします。詳細は雲南広域連合ホームページをご確認ください。

　令和４年１月 31 日までの期間、雲南地域の道の駅と温泉施設を巡る

スタンプラリー「ゆらり～」を実施しています。対象施設で 500 円以

上の買い物、食事または入浴をすると会計時にスタンプを押印します。

スタンプを集めてご応募いただくと、抽選で特産品をプレゼント！

　詳しくは対象施設に設置してあるピンク色の専用台紙または雲南広域

連合ホームページをご確認ください。

※メール送付の場合　unnankouiki@unnan.jp
※郵送の場合　〒699-1311 雲南市木次町里方1100-6　雲南広域連合企画課　宛て

@unnan_area
うんなんエリア観光情報

Unnan Wide Area Union
雲南広域連合

@unnankouiki
うんなんエリア観光情報

@gqu7358v 
雲南広域連合

雲南広域連合ホームページ　https://kankou.unnan.jp/topics/197

思い出の一
枚で

応募可能

―― 楽しもう、地元楽しもう、地元 巡巡
めぐめぐ

りり ――

道の駅・温泉スタンプラリー　道の駅・温泉スタンプラリー　ゆらり～ゆらり～


